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 ＪＡ豊橋ナス部会では、害虫「コナジラミ」・「アザミウマ」
を食べる益虫「タバコカスミカメ」を活用した対策が広がって
います。昨年度から実験的に開始しており、令和４年度は対策
の結果①管理の労働時間 25％削減②農薬費 23％削減③販売単
価７円／ｋｇアップと、一定の効果を得ることができ、今年度
はさらなる普及に取り組みます。 
「コナジラミ」は化学農薬の効果が薄い「難防除害虫」の１種

で、ナスでは植物から吸汁して樹勢を落とすほか、排せつ物から
すす病を発生させ、商品価値を落とすため、非常に厄介な害虫で
す。 

従来は化学農薬による適時防除で対応してきまし
たが、「コナジラミ」の難防除性に加え、①みどりの
食料システム戦略を見越した減農薬の対応②労働力
の低減③害虫被害を抑えて品質向上――を目的に、
昨年度より「タバコカスミカメ」を試験導入しまし
た。 
同部会では、部会の圃場で「タバコカスミカメ」

が好むクレオメをハウス内で栽培し、自然界にいる
「タバコカスミカメ」を集めて部会員のハウス内に
放飼しています。「タバコカスミカメ」は雑食で、放

飼したハウス内に「コナジラミ」などの害虫がいなかったとしても、クレオメの樹液を
吸汁して生きることができるため、「コナジラミ」の発生前から放飼し、予防的な効果
（待ち伏せ効果）も期待できます。 
 導入している部会員からは「害虫が多くなる春先以降に、害虫の発生がはっきりと少
なかった。農薬の回数が減らせた。」と、確かな手応えを感じる取り組みとなっています。 

ナス部会で鉢植えのクレオメを管理している 
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ＪＡ豊橋ナス部会 令和４年度の取り組みと実績 
取組農家数：２３人／５３人 所得向上効果：９４５万円（概算） 

今年度の取り組み（目標） 
 取組農家数：３０人／５３人 所得向上効果：１，２２８万円 

クレオメの葉にとまる 
「タバコカスミカメ」 
体長は約３ｍｍ 
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